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くらしと営業を守る区政に�
大
つ
き
議
員
は
、
安
倍
政

権
に
よ
る
消
費
税
増
税
や
社

会
保
障
の
改
悪
、
雇
用
の
破

壊
で
区
民
生
活
が
一
層
厳
し

く
な
る
の
に
、
区
の
予
算
案

に
は
、
区
民
の
く
ら
し
を
守

る
た
め
の
新
規
施
策
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
な
い
と
指
摘
。

消
費
税
の
増
税
や
社
会
保
障

の
改
悪
中
止
を
政
府
に
求
め

る
と
と
も
に
、
身
近
な
区
政

が
区
民
の
暮
ら
し
を
守
る
防

波
堤
の
役
割
を
果
た
す
こ
と

が
必
要
だ
と
し
、
８
０
０
億

円
を
超
す
た
め
込
み
基
金
を

活
用
し
、
老
人
入
院
見
舞
金

や
重
度
介
護
手
当
の
支
給
、

特
養
老
人
ホ
ー
ム
や
認
可
保

育
園
の
増
設
、
就
学
援
助
の

拡
充
、
店
舗
改
修
助
成
や
商

店
街
装
飾
灯
電
気
代
の
全
額

補
助
な
ど
を
行
う
よ
う
求
め

ま
し
た
。

ま
た
人
口
増
加
に
見
合
っ

た
職
員
の
増
員
と
民
間
委
託

の
見
直
し
を
求
め
ま
し
た
。

国
保
料
・
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
の
引

き
上
げ
中
止
を

江
東
区
は
、
４
月
か
ら
国

民
健
康
保
険
料
を
一
人
当
た

り
４
６
３
８
円
も
の
大
幅
値

上
げ
を
行
い
ま
す
。

大
つ
き
議
員
は
、
区
民
か

ら
は
「
こ
れ
以
上
の
負
担
増

は
耐
え
ら
れ
な
い
」
と
悲
鳴

の
声
が
あ
が
っ
て
い
る
と
指

摘
。
一
般
財
源
か
ら
の
繰
り

入
れ
や
国
庫
負
担
の
増
額
で

保
険
料
値
上
げ
を
行
わ
な
い

よ
う
求
め
ま
し
た
。

ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
も
４
月
か
ら
一
人
当

た
り
平
均
４
１
１
８
円
の
負

担
増
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
つ

い
て
、
更
な
る
基
金
の
活
用

と
東
京
都
へ
の
財
政
支
援
を

求
め
、
保
険
料
の
負
担
を
軽

減
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

安
倍「
教
育
再
生
」は

「
戦
争
す
る
国
」
の

人
づ
く
り

安
倍
政
権
が
、
「
教
育
再

生
」
の
名
の
も
と
に
、
教
科

書
検
定
基
準
の
見
直
し
や
道

徳
の
「
教
科
」
化
で
、
「
愛

国
心
教
育
」
を
進
め
、
教
育

委
員
会
制
度
の
見
直
し
で
、

教
育
へ
の
政
治
支
配
を
一
層

進
め
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
、
「
戦
争
す
る
国
」

を
支
え
る
教
育
を
つ
く
る
も

の
に
他
な
ら
な
い
と
指
摘
。

教
育
の
改
悪
中
止
を
政
府
に

求
め
る
よ
う
質
し
ま
し
た
。

ま
た
、
一
人
一
人
の
子
ど

も
に
目
が
行
き
届
く
教
育
を

実
現
す
る
た
め
少
人
数
学
級

の
拡
充
を
政
府
に
求
め
る
こ

と
や
就
学
援
助
の
拡
充
な
ど

教
育
費
の
負
担
軽
減
を
行
う

よ
う
求
め
ま
し
た
。

介
護
保
険
か
ら
の
「
要
支
援
」
は
ず
し
は

認
知
症
の
早
期
発
見
・
対
応
が
遅
れ
、重
症
化
を
ま
ね
く
！

正
保
議
員
は
、
介
護
保
険

制
度
の
政
府
の
見
直
し
案
が

要
支
援
者
の
訪
問
・
通
所
介

護
を
保
険
か
ら
外
し
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
等
を
活
用
す
る
安

上
が
り
の
区
事
業
に
移
す
こ

と
で
、
国
の
支
出
を
抑
制
・

削
減
す
る
狙
い
だ
と
批
判
。

「
早
期
発
見
・
早
期
対
応
」

の
認
知
症
ケ
ア
の
原
則
に
反

し
重
度
化
を
早
め
、
要
支
援

者
の
訪
問
・
通
所
介
護
を
保

険
か
ら
外
す
政
府
方
針
に
３

割
を
超
え
る
自
治
体
が
「
不

可
能
だ
」
と
の
声
を
上
げ
て

い
る
と
指
摘
し
、
国
に
対
し

意
見
を
い
う
べ
き
だ
と
た
だ

し
ま
し
た
。

北
砂
地
区
の
不
燃
化

事
業
は
住
民
の
立
場

で
丁
寧
に

木
造
住
宅
密
集
地
域
で
あ

る
北
砂
３
・
４
・
５
丁
目
地

区
の
不
燃
化
事
業
に
つ
い

て
、
住
民
の
立
場
に
立
っ
て

丁
寧
に
す
す
め
る
と
と
も

に
、
居
住
者
の
移
転
先
と
し

て
区
・
都
営
住
宅
や
Ｕ
Ｒ
住

宅
の
優
先
的
あ
っ
せ
ん
、
住

み
替
え
費
用
の
助
成
、
商
店

街
の
店
舗
併
用
住
宅
の
不
燃

化
建
替
え
中
の
仮
店
舗
へ
の

家
賃
助
成
、
小
規
模
公
園
用

地
の
確
保
な
ど
を
具
体
的
に

提
案
。
区
は
、
「
き
め
細
か

く
丁
寧
に
す
す
め
て
い
く
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。

い
ま
必
要
な
命
綱
―

景
気
対
策
低
利
融
資
を

打
ち
切
ら
ず
継
続
を
！

多
く
の
中
小
業
者
が
利
用

し
て
い
る
景
気
対
策
融
資

（
区
民
負
担
０
・
２
％
）
を

３
月
末
で
打
ち
切
る
こ
と
に

つ
い
て
、
正
保
議
員
は
、「
中

小
業
者
に
と
っ
て
、
い
ま
必

要
な
命
綱
だ
」
と
継
続
を
迫

り
ま
し
た
。
区
は
、
「
小
規

模
企
業
は
未
だ
景
気
回
復
を

十
分
に
実
感
で
き
な
い
状
況

に
あ
る
」
と
い
い
な
が
ら
、

「
景
気
低
迷
期
の
緊
急
的
融

資
な
の
で
終
了
す
る
」
と
拒

否
。
小
規
模
企
業
特
別
融
資

（
同
１
・
４
％
）
の
金
利
は

引
き
下
げ
る
と
約
束
し
ま
し

た
。

東
陽
町
で

は
、
マ
ン
シ

ョ
ン
建
設
に

よ
っ
て
小
・

中
学
校
が
日

陰
と
な
る
た

め
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

代
表
か
ら
区
議
会
に
陳
情

書
が
提
出
さ
れ
、
審
議
中

だ
▼
き
く
ち
幸
江
議
員

（
共
産
）
は
、「
保
護
者
ら

が
教
育
環
境
守
れ
と
立
ち

上
が
っ
て
い
る
が
、本
来
、

区
長
や
教
育
委
員
会
が
当

事
者
と
な
っ
て
守
る
べ

き
」
と
た
だ
し
た
▼
越
中

島
で
は
、
大
手
物
流
企
業

が
高
さ
４３
�
の
ト
ラ
ッ
ク

タ
ー
ミ
ナ
ル
を
計
画
。
近

隣
住
民
は
永
く
騒
音
に
悩

ま
さ
れ
続
け
、
今
ま
た
汚

染
土
壌
処
理
の
異
臭
で
頭

痛
や
吐
き
気
を
訴
え
て
い

る
▼
建
設
地
周
辺
に
は
、

幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
、

高
校
、
大
学
と
教
育
施
設

が
集
中
。
住
民
は
歩
道
が

狭
く
て
危
険
な
の
で
、
拡

幅
に
協
力
し
て
ほ
し
い
と

事
業
者
に
懇
願
す
る
も
聞

く
耳
を
持
た
な
い
。
羽
田

空
港
近
く
の
ヤ
マ
ト
物
流

施
設
が
行
政
と
協
議
し
て

体
育
館
や
託
児
所
、
広
場

の
提
供
な
ど
地
域
貢
献
施

設
を
設
置
し
た
の
と
は
雲

泥
の
差
だ
▼
ま
ち
づ
く
り

は
、
住
民
合
意
を
大
原
則

に
、
周
辺
環
境
に
十
分
配

慮
す
る
等
の
ル
ー
ル
づ
く

り
が
求
め
ら
れ
て
い
る

江
東
区
議
会
第
一
回
定
例
会（
２
月
１９
日
〜
３
月
２８
日
）に
お
け
る
活
動
を
報
告
し
ま
す

大
つ
き
か
お
り
議
員
の
本
会
議
質
問

正
保
み
き
お
議
員
の
本
会
議
質
問

大つきかおり議員

正保みきお議員

（１） ２０１４年４月発行江 東 区 議 団 ニ ュ ー ス


